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【２】

　
昨
年
　
月
１
日
号
の
広
報
や
ま
だ

１２

で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
税
制

改
正
に
よ
り
、
平
成
　
年
分
か
ら
の

１９

所
得
税
と
、
６
月
か
ら
の
個
人
住
民

税
の
税
率
な
ど
が
変
わ
り
ま
す
。

■
税
源
移
譲
で
変
わ
る
こ
と

　
こ
の
改
正
は
、
三
位
一
体
改
革
の

一
環
と
し
て
国
税
の
所
得
税
か
ら
地

方
税
の
個
人
住
民
税
へ
３
兆
円
規
模

の
税
源
移
譲
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
さ

ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
国
か
ら
の
補
助

金
に
頼
っ
て
い
る
分
が
大
き
く
、
補

助
金
の
使
途
に
は
厳
し
い
制
約
が
あ

る
た
め
、
地
域
に
見
合
っ
た
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
で
き
に
く
い
な
ど
の
問
題

が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
税
制
改
正
で
国
か
ら
地
方
へ

税
源
が
移
譲
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

地
方
自
治
体
（
県
や
市
町
村
）
の
自

主
財
源
が
よ
り
多
く
確
保
さ
れ
、
地

方
自
治
体
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

自
主
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
住
民
税
は
一
律
　
％
に
改
正

１０

　
こ
れ
ま
で
個
人
住
民
税
の
所
得
割

は
、
課
税
所
得
に
応
じ
た
３
段
階
の

累
進
税
率
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
今
回
の
改
正
に
よ
り
、　１９

年
６
月
か
ら
一
律
　
％
の
比
例
税
率

１０

と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
所
得
税
の
税
率
は
　
年
分

１９

か
ら
こ
れ
ま
で
の
４
段
階
か
ら
６
段

税 制 改 正

階
に
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
年
間
負
担
は
変
わ
り
ま
せ
ん

　
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど

の
方
は
個
人
住
民
税
が
増
額
に
、
所

得
税
が
減
額
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

住
民
税
と
所
得
税
で
は
基
礎
控
除
や

扶
養
控
除
な
ど
の
控
除
額
に
差
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
皆
さ
ん
の
税
負
担
額

が
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な

減
額
調
整
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
税
源
移
譲
に
よ
る
改
正
分

に
つ
い
て
は
、
住
民
税
と
所
得
税
を

合
わ
せ
た
年
間
の
税
負
担
が
変
わ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
役
場
税
務
会
計
課

町
民
税
担
当
（
察
　－

３
１
１
１

８２

内
線
１
１
１
）
へ
ど
う
ぞ
。

■年間税負担額の例

10％

2％
3％
5％ 8％

10％

2％

10％ 　町民税　6％

一律　10％

県民税　4％

13％

県民税3％

5％
10％

20％23％
33％

40％

20％
30％

37％

●所得税

４段階 ６段階

●個人住民税

町民税

改正前 改正後

※表内の税額は上段が改正前、下段が改正後です。

６
月
か
ら

住
民
税
が

変
わ
り
ま
す

■主な改正内容

合　　計住 民 税所 得 税給与収入

９,０００９,０００0
３００万円

９,０００９,０００0

１９５,０００７６,０００１１９,０００
５００万円

１９５,０００１３５,５００５９,５００

４５９,０００１９６,０００２６３,０００
７００万円

４５９,０００２９３,５００１６６,５００

１,１３０,０００４４２,０００６８８,０００
１,０００万円

１,１３０,０００５３９,５００５９０,５００

夫婦＋子供２人の場合 （単位：円）

合　　計住 民 税所 得 税給与収入

１８８,５００６４,５００１２４,０００
３００万円

１８８,５００１２６,５００６２,０００

４２１,０００１６３,０００２５８,０００
５００万円

４２１,０００２６０,５００１６０,５００

７８１,０００３０７,０００４７４,０００
７００万円

７８１,０００４０４,５００３７６,５００

１,５１９,０００５５３,０００９６６,０００
１,０００万円

１,５１９,０００６５０,５００８６８,５００

独身者の場合 （単位：円）

【３】

　損害保険料控除が見直さ

れ、地震保険料控除が新し

く設けられました。平成２０

年度分から、地震保険契約

の損害保険料の２分の１を

所得から控除できます（最高

２５,０００円）。

　これに伴い、短期損害保険料と長期損害保険料は所得

控除の対象から外れます。ただし、平成１８年末までに契

約した長期損害保険の保険料についてはこれまでどおり

損害保険料控除（最高１０,０００円）が受けられ、地震保険料

控除と合わせると最高２５,０００円の控除が受けられます。

　なお、１９年以降に契約した地震保険契約を含まない長

期損害保険料は所得控除の対象になりませんので、ご注

意ください。

　これまで景気対策として行われてきた定率減税が平成

 １９年で廃止されます。

　定率減税は、１１年に当時の深刻な経済不況に対して景

気対策として行われた特別の減税です。近年では国内で

の経済状況が改善してきており、引き続き景気回復が見

込まれることから、１８年に控除割合を半減し、１９年に廃止

するものです。

　１８年には所得税から税額の１０％（最高１２５,０００円）、個人

住民税は７.５％（最高２０,０００円）が控除されていましたが、

所得税は１９年分から、個人住民税は１９年６月分から同控

除が廃止されます。

　平成１８年度分から、６５歳以上で前年の合計所得金額が

１２５万円以下の方に対する個人住民税の非課税措置が段階

的に廃止されます。

　昭和１５年１月２日以前に生まれた方で前年の合計所得

金額が１２５万円以下の方は、個人住民税の所得割額、均等

割額が１８年度分は３分の２が減額されていました。今後、

１９年度には３分の１が減額となり、２０年度からは全額が

課税されます。

老年者非課税措置が段階的に廃止

定率減税が６月から廃止されます

地震保険料控除が新設されました

■主な改正内容
平成２０年度以降平成１９年度まで保険の種類

控除の対象となりません短期と長期を

合わせて「損

害保険料控

除」の控除額

となります

支払額に応

じた一定の

金額を控除

短 期 損 害

保 険 料

長期と地震保

険料の控除額

を合わせて

「地震保険料

控除」の控除

額となります

 １８年末まで

に契約した

ものは控除

対象

〃
長 期 損 害

保 険 料

支払額の２

分の１を控

除します

な　し地震保険料

税制改正

　町では、建築してから一定期間を過ぎた木造住宅を

対象に、耐震診断を実施します。

　皆さんの住宅を県が認定した耐震診断士が調査し、

耐震性能の総合的な評価を行います。

　診断費用の一部を町が負担し、わずかな負担で診断

を受けることができますので、いつ来るか分からない

地震に備え、この機会に受けてみませんか。

　受診を希望する方はお申し込みください。

◆対象住宅　昭和５６年５月３１日以前に着手された一

戸建ての平屋または２階建ての木造住宅で、過去に

耐震診断を受けたことがないもの

◆診断費用　３,０００円（町が２７,０００円を負担）

◆募集戸数　１０戸（定数になり次第締め切ります）

◆申込期限　７月３１日

◆申込先・問い合わせ　役場地域整備課建築住宅担当

（察８２－３１１１内線２５４）へどうぞ。

木木木木木木造造造造造造住住住住住住宅宅宅宅宅宅をををををを対対対対対対象象象象象象木造住宅を対象ににににににに
耐耐耐耐耐耐震震震震震震診診診診診診断断断断断断行行行行行行いいいいいいまままままま耐震診断行いますすすすすすす

　町では、一定の条件を満たすバリア

フリー改修工事が行われた家屋の固定

資産税額を３分の１減額します。住宅

のバリアフリー改修を予定している方

は、同制度をご利用ください。

◆対象となる工事

平成１９年４月１日から２２年３月３１日

までに行われたバリアフリー改修工

事で、補助金や介護保険からの給付

を差し引いて３０万円以上の費用を要

したもの

ババババババババババ
リリリリリリリリリリ
アアアアアアアアアア
フフフフフフフフフフ
リリリリリリリリリリ
ーーーーーーーーーー
改改改改改改改改改改
修修修修修修修修修修
行行行行行行行行行行
っっっっっっっっっっ

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
行
っ
たたたたたたたたたたた

住住住住住住住住住住
宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
のののののののののの
固固固固固固固固固固
定定定定定定定定定定
資資資資資資資資資資
産産産産産産産産産産
税税税税税税税税税税
をををををををををを
減減減減減減減減減減

住
宅
の
固
定
資
産
税
を
減
額額額額額額額額額額額

【改修工事の例】

廊下の拡幅、階段のこう配緩和、浴室・トイレの改

良、手すり取り付け、引き戸への取り替えなど

◆対象となる条件

平成１９年１月１日以前から存在する家屋で６５歳以上

の方、要介護認定または要支援認定を受けた方、障

害のある方が住んでいる住宅に限られます。

◆減額される期間および税額

改修工事を行った家屋に対し、工事が完了した翌年

度１年分の固定資産税を３分の１減額します（１００

平方㍍相当分を限度とします）。

◆申請方法　改修工事終了後、役場税務会計課に備え

付けの申請用紙に必要事項を記入し提出

◆申請先・問い合わせ　役場税務会計課資産税担当

（察８２－３１１１内線１１４）へどうぞ。



【４】

ととももにに自分らしく
暮暮ららすす社会を目指して

山田町障害者プランを策山田町障害者プランを策定定

度
か
ら
　
年
度
ま
で
の
５
年
間
。
計

２３

画
の
進
行
状
況
に
よ
り
、
必
要
に
応

じ
て
　
年
度
に
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

２０

　
同
プ
ラ
ン
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

障
害
が
あ
る
方
を
対
象
と
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
調
査
結
果
を

基
に
、
山
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
や

関
係
団
体
の
代
表
な
ど
　
人
で
構
成

１３

す
る
「
山
田
町
障
害
者
計
画
策
定
委

　町では、障害者自立支援法に基づき「山

田町障害者プラン」を策定しました。同プ

ランは、本町の障害福祉施策を進めていく

ための指針となる「山田町障害者計画」と

障害福祉サービスを効率的に実施するため

の計画を示した「障害福祉計画」からなる

行動指針です。障害のある方もない方も、

ともに自分らしく暮らすことができる社会

づくりを目指します。

員
会
」（
上
林
嘉
吉
委
員
長
）
で

計
３
回
の
審
議
を
行
い
、
同
プ

ラ
ン
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
わ
が
国
の
障
害
者

施
策
は
、
心
身
に
障
害
が
あ
る

方
一
人
一
人
の
能
力
を
最
大
限

に
発
揮
し
て
自
立
を
促
進
し
、

家
庭
や
地
域
で
通
常
の
生
活
が

で
き
る
よ
う
な
社
会
づ
く
り
を

目
標
と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

　
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
お

い
て
は
、
平
成
　
年
に
利
用
者

１５

の
自
己
決
定
と
自
己
選
択
を
尊

重
し
た
支
援
費
制
度
と
な
り
ま

し
た
が
、
昨
年
４
月
に
は
障
害

者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
、

　「
山
田
町
障

害
者
プ
ラ
ン
」

は
、
障
害
の
あ

る
方
が
自
主
的

な
活
動
と
社
会

参
加
を
通
じ
て

ノ

ー
マ
ラ

イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

理
念
を
実
現
で

き
る
よ
う
、「
山

田
町
障
害
者
計

画
」
と「
障
害
福

祉
計
画
」
の
２

つ
で
構
成
さ
れ

る
行
動
指
針
で

す
。
計
画
の
期

間
は
平
成
　
年
１８

隠 隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

隠 隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

隠
隠

隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠

キャップハンディ体験で車
いすに乗る豊間根小の児童

●ノーマライゼーションとは

　障害がある方や高齢者など社会的に不利を受けや

すい人々が、社会の中で他の人々と同じように生活

し、活動することが社会の本来あるべき姿であると

いう考え方。１９５０年代、デンマークの知的障害者の

親の会が行った障害者に対する人権侵害を改善する

運動から広まりました。障害がある人、ない人にか

かわらず、同じ条件で生活を送ることができる成熟

した社会を目指し、その環境づくりを進めることが、

ノーマライゼーションの目的です。

重点目標および施策基本的施策

①啓発・広報活動の推進

②相談体制の充実

③生活の安定

④福祉サービスの充実

⑤福祉機器の活用促進

１．地域で生活する

ために

①福祉教育の推進

②適正就学の推進

③交流教育の推進

④雇用の促進と安定

⑤職業能力の開発

⑥福祉的就労の場の整備の促進

⑦スポーツ、レクリエーション

および文化活動の推進

２．自立と社会参加

を促進するため

に

①障害の発生の予防および早期

発見、早期療育体制の整備

②リハビリテーションの充実

３．障害の発生予防

とリハビリテー

ションの推進

①住みよいまちづくりの推進

②住宅、生活環境の整備促進

③交通、移動手段の整備充実

４．ひとにやさしい

まちづくりの推

進

①重度・重複障害者へのサービス

②高齢障害者への対応

5．重度・重複化、

高齢化への対応

①ボランティア活動の育成６．共に生きる地域

社会づくりのた

めに

◆山田町障害者計画の基本的施策

【５】

制
を
備
え
て
お
く
こ
と
も
、
ま
た
重

要
な
こ
と
で
す
。

　
同
計
画
で
は
町
が
行
う
べ
き
取
り

組
み
と
し
て
▼
啓
発
や
訓
練
、
物
資

の
備
蓄
な
ど
平
常
時
に
お
け
る
備
え

▼
警
報
の
伝
達
や
住
民
の
避
難
、
救

援
な
ど
武
力
攻
撃
事
態
な
ど
へ
の
対

処
▼
施
設
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
災
害

復
旧
―
―
の
方
法
を
定
め
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
役
場
総
務
課
防
災

対
策
主
幹
（
察
　－

３
１
１
１
内

８２

線
４
６
０
）
へ
ど
う
ぞ
。　

　
町
で
は
、
武
力
攻
撃
事
態
等

に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め

の
措
置
に
関
す
る
法
律（
国
民

保
護
法
）
な
ど
に
基
づ
い
て
、

「
山
田
町
国
民
保
護
計
画
」を
策

定
し
ま
し
た
。
同
計
画
は
日
本

国
内
で
武
力
攻
撃
や
テ
ロ
な
ど

が
発
生
し
た
と
き
、
被
害
を
最

小
限
に
と
ど
め
て
住
民
の
皆
さ

ん
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、

町
が
ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
る

べ
き
か
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

国
・
県
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
共
機

関
な
ど
の
代
表
　
人
で
構
成
す
る

３０

「
山
田
町
国
民
保
護
協
議
会
」（
会
長
・

沼
崎
喜
一
町
長
）
に
よ
る
審
議
が
行

わ
れ
、
同
計
画
が
実
施
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
わ
が
国
の
平
和
と
国
民
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
に
は
、
政
府
が
外
交

努
力
に
よ
り
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生

を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
何
よ
り
も
重

要
で
す
。
し
か
し
一
方
で
は
、
万
が

国民保護計画を策定

万
が
一
の
事
態
へ
対
処
法
定
め
る
一
の
事
態
に
備

え
て
、
日
ご
ろ

か
ら
万
全
の
体

有事の際に備え、万全の体制を整えておくこと
が大切です（昨年の町総合防災訓練の様子）

地域生活支援事業
●相談支援事業
●日常生活用具給付事業
●地域活動支援センター事業
●コミュニケーション支援事業
●移動支援事業
●日中一時支援事業

自
立
支
援
給
付

自
立
支
援
給
付

介 護 給 付
●居 宅 介 護
●重度訪問介護
●行 動 援 護
●共同生活介護
●短 期 入 所
●生 活 介 護
●施設入所支援

訓練等給付
●自 立 訓 練
●就労移行支援
●共同生活援助
●就労継続支援

自立支援医療
●更 生 医 療
●育 成 医 療
●精神通院医療

補装具

山　田　町

障害がある方

障
害
の
種
別
に
か
か
わ
ら
ず
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
体
系
の
再
編
、
市
町
村
を

中
心
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の

確
立
や
行
政
と
利
用
者
の
費
用
負
担

の
在
り
方
な
ど
、
障
害
保
健
福
祉
施

策
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
田
町
障
害
者
計
画
で
は
、
地
域

で
生
活
す
る
た
め
の
相
談
体
制
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
自
立
と
社
会

参
加
の
促
進
、
障
害
の
早
期
発
見
、

ひ
と
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
育
成
な

ど
を
基
本
的
施
策
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
部
門
ご
と
に
重
点
目
標
や
施
策
を

◆新たな障害福祉サービスのイメージ

示
し
て
い
ま
す
（
４
㌻
参
照
）。

　
障
害
福
祉
計
画
で
は
、
障
害
者
自

立
支
援
法
で
介
護
給
付
、
訓
練
等
給

付
と
地
域
生
活
支
援
事
業
の
３
つ
に

再
編
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
概
要
と
年
間
利
用
者
数

の
計
画
値
が
示
さ
れ
て
お
り
、
計
画

の
達
成
状
況
に
つ
い
て
点
検
や
評
価

が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
結
果
に
基
づ

き
、
障
害
の
あ
る
方
が
地
域
生
活
や

一
般
就
労
へ
移
行
で
き
る
よ
う
、
関

係
機
関
と
連
携
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
役
場
保
健
福
祉
課

地
域
福
祉
担
当
（
察
　－

３
１
１

８２

１
内
線
１
３
３
）
へ
ど
う
ぞ
。

隠 隠隠隠隠隠隠隠

隠 隠隠隠隠隠隠隠

隠
隠

隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
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俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

　平成１９年春の叙勲で、本町の 賀

正雄さん（船越・７４）が、消防功労

として瑞宝単光章に輝きました。長

年にわたり消防団員として地域の安

全を守ってきたその功績に、光が当

てられました。

身
的
に
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　「
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

昭
和
　
年
こ
ろ
に
船
越
で
山
火
事
が

３７

あ
り
消
火
活
動
を
終
え
て
帰
っ
て
き

た
ら
、
今
度
は
別
な
場
所
で
蒸
気
機

関
車
の
釜
か
ら
火
が
燃
え
移
っ
て
山

火
事
が
発
生
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
山
火
事
の
際
に
は
現
在
の
よ
う

な
消
火
器
具
が
な
か
っ
た
の
で
、
地

域
の
住
民
総
出
で
ト
ウ
ガ
や
ス
コ
ッ

プ
を
使
っ
て
延
焼
拡
大
を
防
ぐ
た
め

の
溝
を
掘
る
く
ら
い
し
か
で
き
ず
、

大
変
に
苦
労
し
ま
し
た
」
と
当
時
の

様
子
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
火
災
予
防
は
家
庭
か
ら
を
自
論
と

す
る
 
賀
さ
ん
は
、
日
ご
ろ
の
啓
発

活
動
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
、
強
風

の
日
な
ど
火
災
多
発
期
に
は
積
極
的

に
地
区
内
を
回
り
、
地
域
住
民
へ
火

の
用
心
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　「
こ
れ
ま
で
消
防
団
活
動
を
続
け

て
こ
れ
た
の
も
、
す
べ
て
内
助
の
功

あ
っ
て
の
こ
と
で
す
ね
。
わ
た
し
一

人
の
力
で
は
こ
こ
ま
で
で
き
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
」
と
妻
ト
キ
エ
さ
ん

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

　
今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
は
「
現
役

は
引
退
し
ま
し
た
が
、
地
元
の
第
１

分
団
を
支
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
防
災
の
た
め
、
わ
た
し
が
で

き
る
限
り
の
こ
と
は
協
力
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
」
と
地
域
を
愛
す
る
心

は
ま
だ
ま
だ
現
役
で
す
。

地
域
を
守
り
 
年

　
長
年
の
努
力
に
光

４７

叙叙叙叙叙叙叙勲勲勲勲勲勲勲
瑞瑞瑞瑞瑞瑞宝宝宝宝宝宝単単単単単単光光光光光光瑞宝単光章章章章章章章

　「
こ
の
よ
う
な
栄

誉
を
い
た
だ
き
、
と

て
も
驚
い
て
い
ま
す
。

与
え
ら
れ
た
任
務
を

遂
行
し
な
け
れ
ば
と

い
う
気
持
ち
で
こ
れ

ま
で
や
っ
て
き
ま
し

た
の
で
、
う
れ
し
く

も
あ
り
、
照
れ
く
さ
く
も
あ
り
ま
す

ね
」
と
笑
顔
で
語
る
 
賀
正
雄
さ
ん
。

昭
和
　
年
に
消
防
団
第
１
分
団
に
入

３４

団
し
、　

年
に
班
長
、　

年
に
副
分

４９

５８

団
長
、　

年
に
分
団
長
、
平
成
６
年

６２

か
ら
は
本
部
分
団
長
を
務
め
、　

年
１８

に
退
団
す
る
ま
で
の
　
年
間
、
本
町

４７

の
消
防
活
動
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　
昭
和
　
年
の
三
陸
フ
ェ
ー
ン
火
災

３６

や
　
年
の
国
有
林
火
災
に
出
動
し
、

５１
火
災
現
場
の
最
前
線
で
懸
命
な
消
火

活
動
に
取
り
組
ん
だ
 
賀
さ
ん
。　６１

年
、
平
成
　
年
に
発
生
し
た
記
録
的

１１

な
豪
雨
災
害
で
は
、
避
難
誘
導
や
河

川
の
は
ん
ら
ん
防
止
作
業
を
行
い
、

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
な
ど
献

   賀   正   
まさ

 雄 さん
お

（船越・７４歳）

<消防功労>

荒荒荒荒荒荒荒荒荒荒荒荒川川川川川川川川川川川川荒川君君君君君君君君君君君君君（（（（（（（（（（（（（ ）））））））））））））がががががががががががが３３３３３３３３３３３３位位位位位位位位位位位位入入入入入入入入入入入入が３位入賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞山山山山山山山山山山山山田田田田田田田田田田田田山田中中中中中中中中中中中中中
３３３３３３３３３３３３３ 年年年年年年年年年年年年年

対
戦
。
下
手
投
げ
で
惜
し
く
も
敗
れ
、

３
位
と
な
り
ま
し
た
。

　
荒
川
君
は
「
目
標
は
優
勝
だ
っ
た

の
で
、
３
位
入
賞
は
残
念
な
結
果
で

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
練
習
し
て
、

７
月
の
県
中
総
体
で
優
勝
し
、
全
国

大
会
で
ベ
ス
ト
４
を
目
指
し
た
い
」

と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
第
４
回
東
日
本

選
抜
中
学
校
相
撲

大
会
で
、
山
田
中

３
年
の
荒
川
平
君

が
３
位
に
入
賞
し

ま
し
た
。

　
大
会
は
５
月
　１３

日
に
秋
田
市
で
開

催
さ
れ
、
１
道
７

県
か
ら
選
ば
れ
た

中
学
生
力
士
１
０

９
人
が
出
場
し
ま

し
た
。
初
戦
か
ら

順
調
に
勝
ち
進
ん

だ
荒
川
君
は
、
準

決
勝
で
長
谷
川
将

臣
選
手
（
青
森
県

三
沢
第
二
中
）
と

東日本選抜中学校相撲大会

荒  川　  平 くん
たいら

（山田中３年）
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民
の
約
７
割
が
所
有
し
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
遠
く
離
れ
た
相
手
と
も
気
軽
に
通

話
で
き
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
メ
ー

ル
や
写
真
を
手
軽
に
や
り
取
り
で
き

る
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
と
し
て
手
放
せ
な
い
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
最
近
で
は
子
供
た
ち
に
携

帯
電
話
を
持
た
せ
、
緊
急
時
の
連
絡

な
ど
に
使
用
す
る
保
護
者
の
方
も
増

え
て
き
て
い
る
な
ど
、
ま
す
ま
す
そ

の
需
要
は
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

利
便
性
の
裏
側
に
危
険
性
も

　
そ
の
反
面
、
子
供
た
ち
が
携
帯
電

話
で
有
害
情
報
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス

し
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
事

件
が
全
国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
有
害
情
報
サ
イ
ト
に
は
出
会
い
系

サ
イ
ト
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
サ
イ
ト
、
ア

ダ
ル
ト
サ
イ
ト
、
薬
物
サ
イ
ト
な
ど

が
あ
り
ま
す
が
、
中
で
も
出
会
い
系

サ
イ
ト
に
よ
る
被
害
が
増
え
て
い
ま

す
。
警
察
庁
に
よ
る
と
、
平
成
　
年
１８

度
に
全
国
で
発
生
し
た
出
会
い
系
サ

イ
ト
に
関
連
し
た
事
件
は
１
９
１
５

件
。
平
成
　
年
の
８
８
８
件
か
ら
２

１３

倍
以
上
に
増
加
し
て
お
り
、
被
害
者

の
ほ
と
ん
ど
は
女
性
で
、
そ
の
う
ち

の
８
割
以
上
が
　
歳
未
満
の
児
童
生

１８

徒
で
し
た
。
ま
た
、
被
害
を
受
け
た

子
供
た
ち
の
　
％
が
出
会
い
系
サ
イ

９７

ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
手
段
と
し
て
携
帯

電
話
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

　
携
帯
電
話
を
持
つ
子
供
た
ち
は
、

手
軽
に
連
絡
が
取
れ
る
便
利
さ
と
、

保
護
者
の
目
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
で

簡
単
に
有
害
情
報
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ

ス
で
き
て
し
ま
う
危
険
性
の
両
方
を

持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

サ
イ
ト
利
用
が
制
限
で
き
ま
す

　
携
帯
電
話
各
社
で
は
、
子
供
た
ち

が
有
害
情
報
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
で

き
な
い
よ
う
に
、
有
害
サ
イ
ト
ア
ク

セ
ス
制
限
サ
ー
ビ
ス
（
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
無
料
で
提
供

さ
れ
て
お
り
、
申
し
込
み
手
続
き
も

簡
単
で
、
利
用
者
が
未
成
年
で
あ
る

場
合
は
保
護
者
の
方
が
申
し
込
む
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
に
携
帯
電
話
を
持
た
せ

る
場
合
に
は
、
子
供
た
ち
を
危
険
な

事
件
か
ら
守
る
た
め
に
も
、
同
サ
ー

ビ
ス
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
同
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に
は
携
帯
電

話
か
ら
安
心
、
安
全
な
サ
イ
ト
に
の

み
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
す
る
ホ

ワ
イ
ト
リ
ス
ト
方
式
や
、
出
会
い
系

な
ど
特
定
の
種
類
に
属
す
る
サ
イ
ト

に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
よ
う
に
す
る

アア
クク
セ
ス
制
限
サ
ー
ビ
ス
の
ご
利
用
を

子
供
た
ち
を
有
害
サ
イ
ト
か
ら
守
ろ

子
供
た
ち
を
有
害
サ
イ
ト
か
ら
守
ろ
うう

問　い　合　わ　せサービスの名称

・ドコモの携帯電話から　局番なしの１５１（無料）

・一般電話から　０１２０－８００－０００（無料）

・ホームページ　http://www.nttdocomo.co.jp/

キッズｉモード

キッズｉモードプラス
ＮＴＴドコモ

・auの携帯電話から　局番なしの１５７（無料）

・一般電話から　００７７－７－１１１（無料）

・ホームページ　http://www.kddi.com/

ＥＺ安心アクセスサービス

ＥＺｗｅｂ利用制限
ＫＤＤＩ(au)

・ソフトバンクの携帯電話から　局番なしの１５７（無料）

・一般電話から　００８８－２１－２０００（無料）

・ホームページ　http://mb.softbank.jp/mb/

ウェブ利用制限ソフトバンク

◆携帯電話各社の有害サイトアクセス制限サービスブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
方
式
な
ど
が
あ
り
、

各
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
携
帯
電
話
各
社
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
　
携
帯
電

話
各
社
（
右
表
の
と
お
り
）
へ
。

　
携
帯
電
話
は
、
ど
こ
に

い
て
も
連
絡
を
取
る
こ
と

が
で
き
る
便
利
さ
か
ら
日

本
全
国
で
普
及
し
て
お
り
、

総
務
省
の
調
べ
に
よ
る
と

平
成
　
年
３
月
末
現
在
で

１６

携
帯
電
話
の
契
約
件
数
は

９
０
０
０
万
件
を
突
破
。

１
人
１
台
と
考
え
る
と
国

便利な携帯電話も使い方を
間違えると大変なことに…



【８】

い
多
く
の
う
ち
何
カ
所
か
を
選
ん
で

読
者
の
皆
さ
ま
と
ご
一
緒
し
て
巡
っ

て
み
ま
し
ょ
う
か
。

　
山
田
の
神
仏
に
つ
い
て
は
、
山
田

町
史
（
上
巻
）
に
紹
介
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
一
口
に
宗
教
と
い
っ
て
も
神

教
や
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
に
イ
ス
ラ

ム
教
な
ど
と
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
あ

り
ま
す
が
、
人
は
何
を
信
じ
よ
う
と

自
由
で
す
。
イ
ワ
シ
の
頭
で
も
信
ず

れ
ば
神
だ
そ
う
で
す
か
ら
…
。
中
に

山
田
よ
い
と
こ
好
き
な
町
（
八
）

　
山
田
は
自
然
が
豊
か
で
人
情
味
の

あ
る
私
達
の
古
里
。
ど
こ
の
町
で
も

そ
う
で
す
が
、
わ
が
山
田
の
四
方
に

も
多
く
の
神
仏
が
祭
ら
れ
て
い
て
、

こ
こ
に
住
む
人
々
を
し
っ
か
り
見

守
っ
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
数
知
れ
な

投
書
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　「
光
陰
矢
の
ご
と
し
」の
た
と
え
を

し
み
じ
み
実
感
し
て
い
る
今
日
こ
の

ご
ろ
で
す
。
生
ま
れ
育
っ
た
山
田
を

出
て
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど
　
年
目
を

４０

迎
え
ま
す
。　

歳
で
古
里
を
出
て
、

１８

山
田
以
外
で
の
生
活
が
山
田
で
の
生

活
の
倍
以
上
に
な
る
の
で
す
が
、
私

に
は
な
ぜ
か
山
田
で
過
ご
し
た
　
年
１８

間
の
方
が
長
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
過

ぎ
去
っ
た
日
々
の
時
間
の
経
過
は
若

い
時
ほ
ど
遅
く
、
年
を
重
ね
る
に
つ

れ
て
だ
ん
だ
ん
と
速
く
感
じ
ら
れ
る

の
は
不
思
議
な
気
が
し
ま
す
。

　
仙
台
、
神
奈
川
県
平
塚
、
東
京
、

新
潟
県
六
日
町
、
大
阪
、
京
都
な
ど

の
で
し
ょ
う
が
、
私
に
は
ま
っ
た
く

そ
の
よ
う
な
感
慨
が
あ
り
ま
せ
ん
。

生
ま
れ
て
　
年
間
、
人
生
の
最
も
多

１８

感
な
時
期
を
過
ご
し
た
山
田
の
風
土
、

人
情
、
言
葉
、
食
べ
物
は
し
っ
か
り

と
私
に
染
み
付
い
て
お
り
、
私
の
古

里
は
「
山
田
」
だ
け
な
の
で
す
。

　
そ
ん
な
古
里
の
自
慢
の
一
つ
は
素

晴
ら
し
い
自
然
景
観
。
仕
事
の
関
係

で
国
内
外
の
有
名
観
光
地
も
多
く
見

て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
た
び
に
思
っ

た
の
は
古
里
の
景
観
と
の
比
較
で
す
。

素
晴
ら
し
さ
の
点
で
山
田
は
こ
れ
ら

の
観
光
地
に
ま
っ
た
く
劣
っ
て
い
な

い
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
優
れ
て
い
る

の
各
地
で
過
ご
し
、
現

在
、
東
京
に
落
ち
着
い

て
　
年
に
な
り
ま
す
。

２５
東
京
で
の
生
活
は
通
算

し
て
　
年
と
な
り
、
一

３２

般
的
に
は
東
京
が
「
第

二
の
古
里
」
と
い
え
る

と
感
じ
た
と
き
の
方
が
多
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
わ
が
古
里
は
世
界
に
誇

れ
る
優
れ
た
観
光
資
源
を
保
有
し
て

い
る
と
、
誇
り
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　
素
晴
ら
し
い
景
観
の
中
で
も
と
り

わ
け
私
の
好
き
な
一
つ
は
四
十
八
坂

か
ら
の
太
平
洋
の
雄
大
な
眺
め
で
す
。

毎
年
、
お
盆
に
は
車
で
帰
省
す
る
の

で
す
が
、
こ
こ
の
開
放
感
い
っ
ぱ
い

の
風
景
に
出
会
っ
た
瞬
間
、
古
里
に

帰
っ
た
実
感
が
わ
き
、
長
時
間
運
転

の
疲
れ
も
一
瞬
に
し
て
忘
れ
て
し
ま

う
よ
う
な
爽
快
感
を
味
わ
え
ま
す
。

　
　
年
前
に
比
べ
て
山
田
も
だ
い
ぶ

４０
変
わ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
豊
か

な
自
然
は
ま
だ
ま
だ
多
く
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
自
然
破
壊
や
温
暖
化
な
ど
、

地
球
を
取
巻
く
環
境
問
題
は
山
積
し

て
い
ま
す
が
、
素
晴
ら
し
い
自
然
を

子
々
孫
々
ま
で
自
慢
で
き
る
「
古
里

山
田
」
で
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
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中 山　  努 さん（５７歳）
つとむ

〔船越出身〕

こばやし きりゅう くん

（山田第二保育所・５歳）

　大きくなったら救命救急士に

なりたいな。困っている人を救急

車で運んで助けてあげるんだ。

は
神
も
仏
も
信
じ
な
い
と
き
っ
ぱ
り

言
う
人
も
い
て
、
い
わ
ゆ
る
無
神
論

者
、
思
想
上
の
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ

は
そ
れ
で
こ
れ
ま
た
自
由
な
こ
と
で

も
あ
り
ま
し
ょ
う
。
日
本
人
は
多
神

教
と
で
も
い
う
の
で
し
ょ
う
か
、
お

正
月
に
神
様
を
拝
み
、
夏
の
お
盆
に

は
仏
様
、
暮
れ
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
ジ

ン
グ
ル
ベ
ル
、
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
と
キ

リ
ス
ト
教
を
拝
む
。

　
さ
て
、
ま
ず
は
関
口
お
不
動
さ
ん

なつめよーちゃん（？）

パ
ー
マ（
　
）
１１

片
岡
樹
李（
　
）
１５

金
浜
百
果（
９
）

及
川
佳
美（
９
）

リトル。（１４）

湊俊樹（９
）

【９】

の
奥
の
院
よ
り
な
お
ず
っ
と
奥
深
い

急
峻
な
山
の
頂
に
多
く
の
岩
々
を
仏

さ
ん
に
見
立
て
た
の
か
、
知
る
人
ぞ

知
る
千
体
仏
と
い
わ
れ
祭
ら
れ
て
い

る
 処
 が
あ
る
。
私
も
地
区
の
友
人
に

と
こ
ろ

誘
わ
れ
一
度
お
参
り
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
初
夏
の
心
地
よ
い
上
天
気

に
恵
ま
れ
た
日
だ
っ
た
。
皆
さ
ん
と

家
内
も
一
緒
に
坂
道
を
と
ぼ
と
ぼ
と

か
な
り
の
道
程
を
歩
い
て
や
っ
と
千

体
仏
さ
ん
の
ふ
も
と
に
た
ど
り
着
い

た
が
、
急
な
山
肌
に
道
ら
し
い
も
の

も
見
当
た
ら
ず
、
家
内
が
登
る
の
は

無
理
と
思
え
、
他
の
ご
婦
人
方
と
共

に
私
達
の
帰
り
を
待
っ
て
も
ら
う
こ

と
に
し
た
。
登
り
は
か
な
り
き
つ
く

山
馴
れ
な
い
私
は
み
ん
な
に
遅
れ
、

一
人
ぼ
っ
ち
に
な
り
が
ち
。
女
の
人

た
ち
で
も
山
馴
れ
た
部
落
の
方
々
は
、

身
軽
に
す
い
す
い
登
っ
て
い
っ
ち
ゃ

う
。
取
り
残
さ
れ
た
僕
を
心
配
し
て

友
人
は
何
度
も
降
り
て
き
て
く
れ
た
。

　
こ
の
山
驚
い
た
こ
と
に
先
ご
ろ
ま

で
大
槌
の
金
沢
へ
通
う
峠
道
だ
っ
た

そ
う
だ
。
金
沢
か
ら
関
口
や
関
谷
へ

嫁
さ
ん
に
こ
ら
れ
た
御
家
も
数
件
あ

る
と
か
聞
い
た
。
昔
の
人
は
足
も
丈

夫
で
お
伊
勢
参
り
も
歩
い
て
行
か
れ

た
ほ
ど
だ
。
や
が
て
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
時
代
を
迎
え
て
千
体
仏
峠

の
行
き
来
は
廃
れ
た
の
だ
ろ
う
。
今

は
こ
の
山
路
を
金
沢
へ
行
く
人
影
も

絶
え
た
。

　
や
っ
と
登
り
着
い
た
山
に
小
さ
な

 祠
 が
あ
っ
た
。
皆
で
拝
ん
で
か
ら
一
緒

ほ
こ
ら

に
軽
食
を
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
岩
々

の
あ
る
頂
上
へ
と
登
っ
た
。
そ
こ
か

ら
青
空
に
そ
び
え
る
は
る
か
な
山
々

の
峰
を
見
上
げ
た
時
、
天
地
自
然
の

壮
大
さ
に
驚
き
つ
つ
胸
い
っ
ぱ
い
の

感
動
に
し
び
れ
た
。（
こ
の
項
続
く
）

　
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
山
田
北
州

　
　
　
　
　
　
　
　（
山
田
・
　
歳
）

８５

偽
海
葱
の
む
か
ご
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
４
月
１
日
号
広
報
で
偽
海
葱

（
オ
ー
ニ
ソ
ガ
ラ
ム
・
コ
ウ
ダ
タ
ム
）

の
秦
む
か
ご
紳
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
希
望
者

は
１
人
で
し
た
。
偽
海
葱
の
説
明
が

足
り
な
か
っ
た
よ
う
で
す
ね
。

　
偽
海
葱
は
面
倒
な
植
物
で
は
な
く
、

冬
は
シ
ク
ラ
メ
ン
や
カ
ネ
ノ
ナ
ル
キ

な
ど
室
内
に
取
り
込
む
植
物
と
同
じ

扱
い
で
構
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
日

光
は
当
て
た
方
が
い
い
で
す
。
む
か

ご
で
も
増
え
ま
す
が
、
春
に
花
が
咲

い
た
後
、
た
い
て
い
種
が
つ
き
ま
す
。

そ
れ
を
赤
玉
小
粒
に
ば
ら
ま
き
し
、

土
を
か
け
ず
に
乾
か
さ
な
い
よ
う
に

し
て
お
く
と
約
２
週
間
で
発
芽
し
ま

す
。
ぜ
ひ
育
て
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
再
度
募
集
し
ま
す
の
で
、
希
望
の

方
は
　
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封

８０

筒
を
同
封
の
上
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
先
　
〒
０
２
８－

１
３
１
１

　
山
田
町
大
沢
　－

　－

４

１１

１７

　
大
川
重
子

　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

晴
れ
て
よ
し

く
も
っ
て
も
よ
し
鯨
山

四
季
お
り
お
り
を

あ
き
ず
見
わ
た
し
て

　
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
Ｙ
子
（
織
笠
・
？
歳
）

春
が
来
た
木
々
の
蕾
は
花
と
な
り

緑
若
葉
の
花
衣
見
る

　
大
川
ヒ
メ
子
（
大
沢
・
　
歳
）

６２

う
み
ね
こ
や
七
隈
隠
れ
愛
さ
れ
て

海
を
愛
し
て
今
日
も
船
を
待
つ

　
大
町
テ
イ
子
（
大
沢
・
？
歳
）

啄
木
も

う
じ
ょ
う
も
き
き
し
潮
さ
い
を

思
い
凝
ら
し
て
耳
し
ま
す
お
り

　
菊
地
孝
進
（
船
越
・
　
歳
）

８５

イラスト

　航空自衛隊山田分屯基地では、創立５０周年記念

として、ヘリコプターの体験搭乗を行います。ヘ

リコプターによる空の散歩を楽しみませんか。希

望の方はお申し込みください。

◆日時　７月２９日（日）午前１０時～

◆場所　航空自衛隊山田分屯基地

◆募集人数　８０人（応募者多数の場合は抽選）

◆申し込み方法　役場住民生活課窓口に備え付け

の体験搭乗用往復はがきに必要事項を記入し、

切手を貼付の上郵送してください。

※抽選結果は７月６日までに応募者全員に通知す

るほか、当せん者は搭乗手続きとして７月８日

（日）に町民総合運動公園駐車場（予定）で書類

への事前の署名と捺印が必要となります。詳し

くは役場住民生活課窓口に備え付けのパンフ

レットをご覧ください。

◆申込期限　６月２１日（必着）

◆問い合わせ　航空自衛隊山田分屯基地総括班総

務係（察８２－２６３６内線２０２）へどうぞ。

創立50周年記念

キ
ャ
ラ
メ
ル（
　
）
１２

山
蒼
梨
々
花（
？
）

中
村
諒（
？
）

ル
ー
ち
ゃ
ん（
？
）

シ
ッ
キ
ー（
　
）
１０

及
川
琴
未（
　
）
１１

阿
部
椋
太（
　
）
１１

苦
笑（
　
）
１２

ヘリコプター体験搭乗者を募ヘリコプター体験搭乗者を募集集

航空自衛隊
山田分屯基地



【１０】

行政区長会議に１４３人が出席

側溝の補修など要望相次ぐ

　行政区長会議が５月１６日、町中央公民館で開かれ、各

地区の区長１４３人が出席しました。会議に先立ち沼崎喜

一町長は「今年１年、住民の皆さんと行政とのパイプ役、

時には相談役となってご協力いただきたい」とあいさつ。

各課長による本年度事業の概要説明などに続いて行われ

た懇談では「側溝のふたが壊れているので補修を」「通学

路に街灯を設置してほしい」「道路の水はけが悪い所の対

策をお願いしたい」など、身近な問題についての要望や

質問が相次いで寄せられていました。

第７回植樹祭に３３１人が参加

森の成長願い９００本植える

　山田の海を守る会（会長・沼崎喜一町長）が主催する

「山に広葉樹を植える運動」第７回植樹祭が５月１３日、

織笠新田地区の町有地で開かれました。海との結びつき

の強い森の必要性と大切さを再認識してもらおうと行わ

れているもので、町内の森林愛護団体や海づくり少年団、

漁協関係者など３３１人が参加。スコップなどを片手に豊

かな森づくりに取り組みました。この日植えられた苗木

はコナラ６００本とブナ３００本の計９００本。参加した皆さん

は豊かな森に育つように願いを込めながら、一本一本丁

寧に苗木を植えていました。

町長旗争奪スポ少野球大会

織笠が接戦制し優勝を飾る

　４月２８日と２９日、第１９回町長旗争奪スポーツ少年団野

球大会が開催されました。大会は総合運動公園と町民グ

ランドの２会場で行われ、町内の野球スポ少８チームが

出場。選手たちは日ごろの練習の成果を発揮し、打撃に

守備にと好プレーを見せていました。結果、決勝戦で３

対２と接戦を制した織笠野球スポ少が優勝、準優勝に船

越野球スポ少が輝き、最優秀選手賞には織笠野球スポ少

の阿部俊介君が選ばれました。

　また、２８日には体育協会長旗争奪中学校野球大会も行

われ、山田中学校が優勝しています。

【１１】

　今月の題字

福 田 芽  衣 ちゃん
め い

　　　（織笠小２年）

子育て支援の研修会を開催

ボランティアの重要性学ぶ

　町や山田町社会福祉協議会などが主催する子育て支援

ボランティア研修会が５月１０日、町中央コミュニティセ

ンターで開かれ、関係者２５人が参加しました。元役場保

健福祉課児童専門員の澤口ミネ子さん（宮古市）が「地

域の子育て支援」と題し「子育て支援にも住民ボランティ

アの力が必要とされています。親を援助し、子供にやさ

しい町づくりを進めるため、できることから始めていき

ましょう」と講演。参加者は熱心に耳を傾け、子育て支

援でのボランティアの重要性に理解を深めていました。

町スポ少ミニバス大会

山田男子Ａが優勝に輝く

　５月１３日、第１９回町スポーツ少年団ミニバスケット

ボール大会が山田中学校体育館で行われました。大会に

は町内のミニバススポ少７チームが参加。選手たちはす

ばやいドリブルやパスで相手の守備をかいくぐってゴー

ルを決めるなど、スピード感あふれる好ゲームを展開。

熱戦の結果、山田ミニバススポ少男子Ａが優勝、準優勝

には山田ミニバススポ少男子Ｂ、第３位は豊間根ミニバ

ススポ少が入賞しました。また、最優秀選手には山田ミ

ニバススポ少男子Ａの近藤佳晃君が選ばれています。

町内の小学校で運動会

趣向を凝らした競技楽しむ
　５月２０日と２７日、町内の小学校で春の運動会が開かれ、

各校で熱戦が繰り広げられました。このうち２０日の船越

小学校（佐藤健三校長・児童２０６人）では、途中降り出

した雨によりいくつかの競技が中止になったものの、徒

競走や応援合戦のほか、各学年ごとに趣向を凝らした種

目が次々と登場。６年生が出場した「海猿２００７」では、救

助隊隊員となった児童らが「おじいさんかおばあさん」

「船越のきれいな女の人」など指示された人を連れてゴー

ルする競技が行われ、大人も子供も一緒になって楽しみ

ながら心地よい汗を流していました。
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嘉
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津
波
が
襲
来
。
村
長
藤
原
熊
吉
、
収

入
役
安
部
（
五
郎
三
郎
）
共
に
溺
死
、

村
議
会
議
員
千
代
川
幸
八
、
阿

部
八
之
助
、
鈴
木
六
弥
の
３
人

を
残
し
議
員
５
人
も
溺
死
し
た
。

大
沢
村
の
死
者
は
実
に
４
１
６

人
に
及
び
、
民
戸
４
戸
を
残
し

２
４
０
戸
流
失
（
山
谷
集
落
　１１

戸
は
免
れ
た
）、
海
岸
通
り
の

　
、
６
間
が
削
り
取
ら
れ
る
な

１５ど
目
に
余
る
惨
状
で
あ
っ
た
。

　
村
長
代
理
に
当
時
　
歳
で

４３

あ
っ
た
幸
八
が
任
命
さ
れ
、
村

　
幸
八
は
嘉
永

６
年
（
１
８
５

３
）
大
沢
村
に

生
ま
れ
、
若
く

し
て
家
業
の
農

業
を
継
い
だ
。

　
明
治
　
年
大

１６

沢
村
住
民
会
が

組
織
さ
れ
、
幸

八
は
　
歳
で
委

３０

員
、　

歳
で
村

３６

議
会
議
員
、
後

住
民
会
会
長
に

選
任
さ
れ
、
地

域
経
済
の
振
興

に
取
り
組
ん
だ
。

　
明
治
　
年
６

２９

月
　
日
（
陰
暦

１５
５
月
５
日
）
午

後
８
時
　
分
、

５５

三
陸
沿
岸
に
大

業
は
夜
を
徹
し
て
行
わ
れ
た
。
間
も

な
く
郡
、
県
の
支
援
に
よ
り
決
壊
道

路
や
護
岸
の
修
築
、
仮
設
住
宅
の
建

設
な
ど
復
興
工
事
が
行
わ
れ
た
。
翌

　
年
４
月
幸
八
は
体
調
を
崩
し
引
退
、

３０遠
山
則
之
が
村
長
に
就
任
し
た
。

　
明
治
　
年
　
月
、
幸
八
は
推
さ
れ

３２

１０

て
村
の
名
誉
助
役
に
就
任
。
遠
山
則

之
、
摂
待
治
一
、
中
野
健
次
郎
、
竹

内
宗
永
、
佐
々
木
順
と
５
代
の
村
長

の
下
で
　
年
間
、
財
政
の
建
て
直
し

１３

に
努
め
た
。　

年
に
は
大
沢
―
豊
間

４４

根
間
道
路
も
開
削
さ
れ
る
な
ど
交
通
、

役
場
を
小
学
校
裏
の
備
荒
倉
に
開
設
。

会
議
に
は
南
陽
寺
本
堂
を
借
用
し
、

産
業
の
復
興
に
も
尽
力

し
、　

年
に
助
役
を
退

４５

任
。
大
正
期
に
入
り
、

請
わ
れ
て
村
議
会
議
員

を
２
期
務
め
、
村
政
に

貢
献
し
た
。

　
幸
八
は
村
に
お
け
る
養
蚕
の
先
駆

者
と
も
い
わ
れ
、
村
の
農
会
副
会
長

を
務
め
た
後
、
下
閉
伊
産
馬
畜
産
組

合
の
副
組
合
長
を
務
め
畜
産
業
の
発

展
に
も
努
め
た
。

　
幸
八
は
明
治
　
年
か
ら
８
年
間
郡

３１

会
議
員
を
務
め
、
　

年
に
は
郡
会
参

３６

事
を
務
め
た
。　

年
漁
業
法
が
制
定

３５

さ
れ
、
住
民
会
は
漁
業
組
合
と
改
称
。

幸
八
は
理
事
に
選
ば
れ
、
大
沢
漁
業

組
合
の
充
実
発
展
に
尽
力
し
た
。
任

期
途
中
の
昭
和
４
年
５
月
、
幸
八
は

波
乱
万
丈
の
　
年
の
生
涯
を
終
え
た
。

７４

大
沢
村
の
復
興
・
発
展
に
尽
力
し
た

　
　
　
　
　
　
千
代
川
　
幸
　
八

【１２】
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岩
手
県
飲
食
業
生
活
衛
生
同

業
組
合
の
総
会
が
、
５
月
　
日
１５

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

山
田
町
の
組
合
が
当
番
な
の
で

本
来
で
あ
れ
ば
町
内
で
開
催
す

べ
き
と
こ
ろ
で
す
が
、
会
場
の

都
合
で
大
槌
町
に
な
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
今
月
の
　
日
に

２４

は
東
北
高
等
学
校
相
撲
選
手
権

が
町
内
で
予
定
さ
れ
て
お
り
、

せ
っ
か
く
の
機
会
に
も
か
か
わ

ら
ず
お
客
さ
ま
を
全
員
町
内
に

お
泊
め
で
き
な
い
の
が
残
念
で

す
▼
飲
食
業
組
合
で
は
お
客
さ

ま
の
た
め
に
陸
中
丸
を
チ
ャ
ー

タ
ー
し
て
山
田
港
を
出
発
、
船

越
半
島
を
一
周
し
て
吉
里
吉
里

港
に
入
港
す
る
歓
迎
行
事
を
行

い
ま
し
た
。
私
も
乗
船
さ
せ
て

い
た
だ
き
久
し
ぶ
り
に
「
海
の

ア
ル
プ
ス
」
の
絶
景
を
堪
能
し

ま
し
た
が
、
初
め
て
ご
覧
に
な

る
方
が
多
く
感
動
し
き
り
の
様

子
で
し
た
▼
夜
の
懇
親
会
で
は
、

八
幡
大
神
楽
、
境
田
虎
舞
も
登

場
し
て
郷
土
芸
能
で
も
素
晴
ら

し
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ

と
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
準

備
に
当
た
ら
れ
た
役
員
の
皆
さ

ん
、
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

　
　
山
田
町
長
　
沼

崎

喜

一

町
長
室
か
ら

や

ま

だ

の

４９

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
に
ゆ
か
り
の

あ
る
歴
史
人
物
と
そ
の
結
び
付
き
な
ど
を

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
執
筆
者

は
山
田
史
談
会
長
の
佐
藤
仁
志
さ
ん
（
豊

間
根
・
　
）
で
す
。

７２

緊
急
村
相
談
会

を
開
き
復
興
委

員
　
人
を
選
出

１５
す
る
と
、
幸
八

自
ら
陣
頭
に
立

ち
救
援
隊
に
よ

る
救
出
、
遺
体

の
収
容
、
倒
壊

家
屋
の
撤
去
、

道
路
の
確
保
、

海
岸
流
失
物
の

撤
去
な
ど
の
指

揮
を
と
り
、
作

千
代
川
善
春
さ
ん
宅
に
あ
る
幸
八
と
妻
ト
ミ
さ
ん
の
肖
像
画



【１３】

費 用 負 担 額所 得 条 件内　　　　　　　　　　容事　業　名

１時間未満１５０円、３０

分増すごとに７０円加算

（手数料免除制度あり）

な　　し

社会適応が困難な高齢者に対し、生活管理指導

員を派遣し、日常生活や家事の支援・指導を行

い、要介護状態への進行を予防します。

生活管理指導員

派 遣 事 業

自
　
宅
　
で
　
受
　
け
　
ら
　
れ
　
る
　
サ
　
ー
　
ビ
　
ス

材料費と調理代を含め

て１食５００円
な　　し

一人暮らし高齢者などに対し、毎週１回夕食時

に栄養のバランスのとれたお弁当を届け、利用

者の安否確認を行います。

配 食 サ ー ビ ス

事 業

な　　し

対象者世帯の前年分

の町民税が非課税ま

たは均等割りのみ課

税であること

在宅の寝たきり、痴呆性高齢者および重度障害

者の健康保持、介護者の日常生活負担軽減を図

るため、おむつサービスを行います。

在 宅 ね た き り

老 人 等 お む つ

サ ー ビ ス 事 業

生計中心者の前年度所

得税課税年額により利

用者負担あり

な　　し

病弱な一人暮らし高齢者などに緊急事態が発生

した時に、簡単な操作により迅速な通報体制を

確立するため、緊急通報装置の設置を行います。

緊急通報体制等

整 備 事 業

１回の利用につき２００

円

対象者世帯の前年分

の町民税が非課税ま

たは均等割りのみ課

税であること

寝たきり高齢者などの心身の健康保持および家

族の身体的・精神的負担軽減を図るため、寝具

の衛生管理を行います（年２回実施）。

寝 具 洗 濯

乾 燥 消 毒

サ ー ビ ス 事 業

理・美容料金は利用者

負担
な　　し

老衰、心身の障害などで理・美容所に出向くこ

とが困難な在宅高齢者に対して理・美容師を派

遣し、清潔感の保持支援を行います。

訪 問 理 美 容

サ ー ビ ス 事 業

生計中心者の前年度所

得税課税年額により利

用者負担あり

な　　し

一人暮らし高齢者や高齢者世帯に対し日常生活

の便宜を図るため、日常生活用具（電磁調理器、

火災報知機、自動消火器）の給付を行います。

高齢者日常生活

用 具 給 付 事 業

助成額以外は自己負担

所得制限があります

ので、お問い合わせ

ください。

在宅で自立した生活ができるよう、住宅改善

（浴室、トイレ、段差解消など）に必要な経費に

対して予算の範囲内で助成を行います。

高 齢 者 及 び

障害者にやさしい

住 ま い づ く り

推 進 事 業

な　しな　　し

近くに身寄りがなく健康状態が不安な方を近所

に住む「見守り協力員」が週１回程度訪問し、

日常の安否確認を行います。

お元気ですか見守り

ネットワーク事業

な　しな　　し
高血圧などの食事療法や低栄養予防のため、食

生活支援の家庭訪問を行います。
訪問栄養指導事業

昼食材料費３００円な　　し

家に閉じこもりがちな高齢者に対し、各地区の

集会所において手作りの昼食を提供し血圧測定、

健康講話、ゲームなどを行います。

お 座 敷 広 場

参
　
加
　
型
　
サ
　
ー
　
ビ
　
ス

な　　しな　　し

自立可能な一人暮らし男性高齢者などに対し、

健康チェックや生活相談、料理講習会などを毎

月１回実施します。

さわやか健康教室

材料代１００円な　　し

指先の訓練で脳を刺激しながら折り紙を完成さ

せる喜びを味わい、参加者同士との交流を楽し

む教室を毎月１回実施します。

お り が み 教 室

材料代３００円な　　し
低栄養状態を予防するための講話、調理実習を

行います。
コツ骨栄養教室

な　　しな　　し
介護をしている家族同士の交流を行いながら、

適切な介護知識や技術を学びます。
家 族 介 護 者

リフレッシュ教室

　町では、おおむね６５歳以上の一人暮らしの方や要援護

者が元気で生活できるようにするため、介護予防・生活支

援事業により各種サービスの提供を行っています。主な

事業は下表のとおりです。

　サービスの利用を希望する方は申請手続きを行ってく

ださい。申請を受理した後、担当者が実態調査のためご

家庭を訪問します。

◆第１次申請期限　６月２０日（以降は随時受け付けます）

◆申請先・問い合わせ　役場保健福祉課高齢者福祉担当

（察８２－３１１１内線１６４、１７０）へどうぞ。

高齢者福祉サービスご利用ください



【１４】

国家公務員Ⅲ種の
試験を実施します

　国家公務員Ⅲ種試験（高校卒

業程度）が実施されます。

試受験資格　昭和６１年４月２日

から平成２年４月１日までに

生まれた人

試職種　行政事務、税務、電気・

情報、機械、土木、林業

試試験日　９月９日（日）

試試験地　盛岡市など

試試験内容　高校卒業程度の教

養試験、適性試験、作文試験

試受付期間　６月２６日～７月３日

試申込書の請求先・問い合わせ

人事院東北事務局（〒９８０－

００１４仙台市青葉区本町３－２

－２３　察０２２－２２１－２０２２）へ。

町健康づくり推進
協議会委員を募集

　町では、健康づくり推進協議

会委員の一部を募集します。

試募集人数　２人

試応募資格　本町に住所がある

２０歳以上の人で、応募時に納

期到来の町税を完納している

人

試委員の仕事　健康教育や健康

相談、健康診査など保健活動

に関する審議・企画

試任期　７月１日から２年間

試応募方法　役場保健福祉課ま

たは役場各支所に備え付けの

応募用紙に必要事項を記入し、

提出してください。

試応募締め切り　６月１５日

試応募先・問い合わせ　役場保

健福祉課健康管理担当（内線

１６０）へどうぞ。

第２回山田町議会定例会
試日時　６月１２日（火）開会

　　　　午前１０時～

　どなたでも傍聴できます。

詳しい日程などについては、

町議会事務局（察８２－３１１４）

へお尋ねください。

６月の町長面談日
試日時　６月１８日（月）

　　　　午前１０時～正午

試場所　役場４階特別応接室

※面談希望の人は役場総務課

内線４１３へご連絡ください。

◎行政相談

試日時　６月２１日（木）

　　　　午前１０時～正午

試場所　町中央コミュニティセ

ンター

試相談内容　国や県、市町村の

仕事で納得のいかないことな

ど行政全般の相談

試相談員　行政相談委員

試問い合わせ　役場住民生活課

住民相談担当（内線１２８）へ。

◎６月の無料法律相談

試期日　６月７日、１４日、２１日、

２８日

試時間　午前１０時～午後３時

試場所　宮古市役所

試相談内容　多重債務、相続問題、

金銭トラブル、離婚問題など

試申込先　宮古市市民交流室

（察６２－２１１１）

試問い合わせ　岩手弁護士会

（察０１９－６２３－５００５）へどうぞ。

各種相談あります
お気軽にご利用を

　宮古地区広域行政組合では、

フリーマーケットを開催します。

　お気軽にご来場ください。

試日時　６月２４日（日）

　　　　午前９時～正午

試場所　みやこ広域リサイクル

センター（宮古市小山田）

　――　出店者を募集　――

　上記フリーマーケットの出店

者を募集します。

試出店資格　宮古管内に住む人

試売り場面積　２.５㍍×２.５㍍

試出店料　無料

※出店場所に敷くシートは、出

店者が準備してください。

試申込期限　６月２０日

試申込先・問い合わせ　みやこ

広域リサイクルセンター（察

６３－７７５３）へどうぞ。

フリーマーケット
宮古で開催します

糖尿病サポート教室
～正しい自己管理法を学ぼう～

　町では、糖尿病を治療している方とその家族を対象

に「糖尿病サポート教室」を開催します。「血糖値が高

くなるのはなぜ？」「うまくつきあうコツは？」と思っ

ている皆さん。教室に参加して「なぜ？」を解決した

り「コツ」を学んだりして、自分に合った糖尿病の自

己管理法を身に付けませんか。

内　　　　容日時と会場回

「自分の体を健康チェッ
ク！一緒に学んで合併症
を予防しよう！」 (講話）

試６月１２日（火）
　午後１時半～３時半
試町保健センター

１

「気分さわやか！身近で手
軽な運動」 (講話と実技)

試７月６日（金）
　午後１時半～３時半
試町保健センター

２

「みんなでスリムに水中運
動！温水プールでアクア
ビクス」 （実技）

試８月３日（金）
　午前１０時～午後３時
試シートピアなあど（宮古市）

３

「私の食事再点検！何をど
れだけ食べたらいいの」

(講話）

試１０月１２日（金）
　午後１時半～３時半
試町保健センター

４

「美味しく食べてストレス
解消！どれを選ぼう昼食
バイキング」 (調理実習)

試１１月９日（金）
　午前９時半～午後零時半
試町中央コミュニティセンター

５

「続けてみよう！私にあっ
た生活プログラム」

（グループワーク）

試１月１１日（金）
　午後１時半～３時半
試町保健センター

６

◆対象　現在糖尿病を治療している方とその家族

◆参加費　第３回と第５回には一部自己負担があります。

◆申込期限　６月１１日

◆日程

　町では、乳児期からの授乳・離乳食を基本とした生

活リズムの確立を目指し、離乳食教室「もぐもぐコア

ラ教室」を開催します。当日は子育てボランティアの

皆さんによる託児室を設けますので、お気軽にご参加

ください。

◆日時　６月１５日（金）

　　　　午前１０時～正午

◆場所　町中央コミュニ

　ティセンター

◆対象　生後３カ月から１１カ月ま

　でのお子さんをお持ちの保護者

◆内容　離乳食の調理実習と講話、個別相談

◆持参する物　筆記用具、エプロン、三角きん、おん

ぶひも、その他お子さんの外出に必要な物

◆申込期限　６月１２日

～乳児期の食事を楽しく学ぼう～
もぐもぐコアラ教室もぐもぐコアラ教もぐもぐコアラ教室室

保健のコーナー
■申込先・問い合わせ
　役場保健福祉課健康づくり担当（内線１６１）へ。

テレビの電波障害
皆さんのご理解を

　毎年５月から８月ごろにかけ

て、テレビの電波が乱れること

があります。この電波障害は日

中に発生することが多く、ＶＨ

Ｆの１～３チャンネルにのみ発

生するのが特徴です。通常は１、

２時間程度で正常に戻りますが、

長時間続くこともあります。

　原因は自然現象による外国電

波の飛来によるもので、完全に

防ぐことはできません。皆さん

のご理解をお願いします。

試問い合わせ　ＮＨＫ視聴者

コールセンター（察０５７０－

００３４３４）へどうぞ。

【１５】

まちで出会ったかわいい笑顔

●１ 国から地方へ税源が移譲され

るのは○○○○改革の一環？

　佳一位一体

　加一位三体

　可三位一体

●２ ヘリコプターの体験搭乗は航

空自衛隊山田分屯基地の創立

○周年記念として行われる？

　佳５０　加５５　可６０

●３ ｢山に広葉樹を植える運動｣第

７回植樹祭の参加者は何人？

　佳３１１人　加３３１人

　可３３３人

●４ 今号の「１歳になりました」

に登場している赤ちゃん１７人

のうち、男の子は何人？

　佳５人　加６人　可７人

【応募方法】　はがきに①クイズ

の答え②住所③氏名④年齢を明

記の上、ご応募ください。全問

正解者の中から抽選で１０人に

５００円の図書カードをプレゼン

ト。応募は一人１通です。

【応募先】　〒０２８－１３９２（住所

記載不要）山田町役場広報クイ

ズ係

【締め切り】　６月１８日（当日消

印有効）

☆前回の正解は①－Ａ、②－Ｂ、

③－Ｃ、④－Ａでした。応募者

数は４２人で２４人が正解。抽選の

結果次の１０人が当せんしました。

山田＝山岸俊哉（１０）、大釋瑞貴

（１２）　飯岡＝金浜百果（９）、内

舘正明（３９）　船越＝村木明美

（３８）、竹田英広（４２）　田の浜＝

及川琴未（１１）　豊間根＝芳賀禎

一（６２）　荒川＝芳賀勉（？）　神

奈川県川崎市＝外木宏明（３３）

<敬称略>

スーパー竹とんぼ
作ってみませんか

　国際竹とんぼ協会山田本部で

は、「スーパー竹とんぼ作り教

室」を開催しています。

試開催日　毎月第２、第４木曜日

試時間　午後７時～９時

試場所　豊間根生活改善センター

試対象　中学生以上

試内容　初級、中級、大会用の

スーパー竹とんぼ作りのほか、

飛距離や滞空時間を競う大会

の実施など

試申込先・問い合わせ　国際竹

とんぼ協会山田本部（ 々木

建彦代表察８６－２４８３）へ。

老人囲碁将棋大会
皆さんのご参加を

　第２２回山田町老人囲碁将棋大

会が開催されます。

試日時　６月２４日（日）

　　　　午前９時～

試場所　町保健センター

試対象　６０歳以上の町民

試参加費　１,０００円（昼食、懇親

会費）

試申込期限　６月１５日

試申込先・問い合わせ　山田町

老人クラブ連合会事務局（山

田町社会福祉協議会内察８２－

３８４１）へどうぞ。

　高齢者が安心して住宅リ

フォームや建て替えの相談を行

えるよう、県では講習会を受講

した建築士を「岩手県高齢者向

け住宅リフォーム相談員」とし

て登録しています。登録した相

談員の名簿はいつでも閲覧でき

ますので、お気軽にご利用くだ

さい。

試閲覧場所　県内各市役所・町

村役場・県庁・振興局の建築・

福祉担当窓口など

試問い合わせ　県県土整備部建

築住宅課（察０１９－６２９－５９３２

ホームページｈｔｔｐ://ｗｗｗ. 

ｐｒｅｆ.ｉｗａｔｅ.ｊｐ/~ｈｐ０６０８/）へ。

住宅リフォームを
お考えの高齢者に

　調理師および製菓衛生師の試

験が実施されます。

試受験資格　調理などの実務経

験が２年以上ある人など

試試験日　８月３０日（木）

試試験会場　宮古地区合同庁舎

（宮古市五月町１－２０）

試願書受付期間　６月２５日～７

月６日

試願書の請求先・問い合わせ　

宮古保健所（察６４－２２１８）へ。

調理師および製菓
衛生師試験を実施

　ＢＧ浦の浜会では、第２回

パークゴルフ大会を開催します。

どうぞご参加ください。

試日時　６月１０日（日）

　　　　午前９時半～

試場所　船越家族旅行村パーク

ゴルフ場（入江田沼東側）

試参加料　１,０００円（昼食、傷害

保険料など）

試定員　８０人

試申込期限　６月７日

試申込先・問い合わせ　ＢＧ浦

の浜会事務局（船越家族旅行

村案内所内察８４－２１９２）へ。

パークゴルフ大会
参加者募集します

　先の大戦において、外地など

（事変地の区域または戦地の区

域）に派遣され、戦時衛生勤務

に従事された旧日本赤十字社救

護看護婦および旧陸海軍従軍看

護婦の方（慰労給付金受給者は

除く）に対して、そのご労苦に

報いるため内閣総理大臣名の書

状を贈呈しています。ご本人ま

たはご家族などからのご連絡を

お待ちしております。

試連絡先・問い合わせ　役場保

健福祉課地域福祉担当（内線

１３２）へどうぞ。

内閣総理大臣名の
書状を贈呈します

　不法滞在外国人による犯罪が

多発しています。不法滞在外国

人のほとんどは不法就労者であ

り、不法に滞在している外国人

を雇用しないことが、不法滞在

と犯罪被害の防止につながりま

す。外国人を雇う際には、パス

ポートで「在留期限」や「在留

資格」を確認するなど、不法滞

在や不法就労の防止にご協力を

お願いします。

試問い合わせ　宮古警察署（察

６４－０１１０）へどうぞ。

不法滞在・就労
防止にご協力を

　石綿健康被害救済制度は、中

皮腫やアスベストを原因とする

肺がんで療養中の方に医療費や

療養手当などを支給したり、こ

れらの病気で亡くなった方のご

遺族に対して弔慰金や葬祭料な

どを支給したりする制度です。

医療費などの請求は、これらの

病気で療養中のご本人や、これ

らの病気で亡くなった方のご遺

族が行うことができます。制度

の説明や健康相談、医療費など

の請求申請についてはお問い合

わせください。

試問い合わせ　宮古保健所（察

６４－２２１８）へどうぞ。

石綿健康被害者の
救済制度あります



【１６】

駿河 穂  奈  美 
ほ な み

（長崎・秀一・女）

昆　 このみ
（織笠・良彦・女）

佐 藤 響  弥 
きょう や

（船越・純一・男）

関　  大  吾 
だい ご

（豊間根・智一・男）

おめでた・おくやみ

４月届け出分（敬称略）

〔出生〕（　）は保護者と性別

試山田　佐々木 真  菜 （信幸・女）、鎌田 海  心 
ま な み こ

（雅和・女）、道又 結 （城・女）
ゆい

試船越　黒澤 沙  絹 （宏幸・女）
さ き

試大浦　久保田 心 （輔・女）
こころ

試織笠　糠森 豊 （隆英・男）、中山 騰  陽 （勝
ゆたか たか はる

英・男）

〔結婚した二人〕（　）は住所

小野浩人（大沢）・中嶋麻友美（宮古市）

小原玄剛（二戸市）・沼﨑久恵（大沢）

佐々木和樹（境田町）・佐々木景子（釜石市）

〔死亡〕（　）は年齢

試山田　山﨑 （８３）、石川與重郎（９０）、 

藤博（７７）、 藤忠四郎（８７）、 々木利見

（８７）

試船越　芳賀カヲ（８３）、昆留 （８４）、佐藤

サノヱ（８９）

試田の浜　山﨑保美（６６）

試織笠　阿部恭一（７７）、 々木博（７０）、昆

ミヨ（７９）、菊地善一郎（８３）、篠澤チヨミ

（９４）

試大沢　川井良勝（７２）、鈴木弘一（９３）

試豊間根　鈴木テウ（９４）、木村吉治（９４）、

古藤野堅治（８０）、伊藤清（８３）、芳賀テル

（８４）

試荒川　  宏幸（５３）、 藤菊實（７８）、田

向久雄（７９）

※敬称略・（　）内は地区名、保護者、

　性別です。

町民のうごき
（４月 1 日～３０日）

試出生……７人　　試転入…… ４９人

試死亡……２７人　　試転出……１１９人

試人口…２０,１９６人（今月減 ９０人）

　男…９,７１６人　女…１０,４８０人

試世帯数………………７,２３０世帯

◆
広
報
を
担
当
し
て
間
も
な
く
４
年
。

ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
写
真
が
撮
り
た
い

と
思
い
、
望
遠
レ
ン
ズ
で
の
撮
影
に

挑
戦
し
ま
し
た
▼
結
果
は
見
る
も
無

残
な
ピ
ン
ボ
ケ
の
嵐
…
。
ま
だ
ま
だ

修
行
が
足
り
な
い
よ
う
で
す
。

◆
前
号
の
広
報
ク
イ
ズ
の
全
問
正
解

者
は
、
応
募
者
の
約
半
数
。
引
っ
掛

け
問
題
に
し
た
つ
も
り
は
な
い
の
で

す
が
、
皆
さ
ん
２
問
目
で
間
違
え
て

い
た
よ
う
で
す
ね
。
こ
れ
に
め
げ
ず

に
今
後
も
多
数
の
ご
応
募
を
…
。

●和 ●幸 

６
月
1
日
号

N
o.8
9
2

広報

発
行
／
岩
手
県
山
田
町
　
〒
０
２
８－

１
３
９
２
岩
手
県
下
閉
伊
郡
山
田
町
八
幡
町
３－

　
　
緯
０
１
９
３－

８
２－

３
１
１
１
　
編
集
／
総
務
課

２０

「広報やまだ」は環境に優しい古紙100％の再生紙と大豆油インキ（植物油）を使用しています。

佐 藤 隆  貴 
りゅう き

（織笠・信明・男）

内舘 倫  太  郎 
りん た ろう

（山田・勝・男）

花 坂 友  愛 
ゆ な

（大沢・裕史・女）

外疏 優  葉  里 
ま よ り

（豊間根・隆則・女）

小 野 陽  夏 
はる な

（大沢・浩樹・女）

高橋 梨  々  花 
り り か

（飯岡・露樹・女）

佐 藤 聖  哉 
せい や

（飯岡・学・男）

武 藤 愛  果 
あい か

（中央町・嘉宜・女）

吉 田　  凜 
りん

（飯岡・祐司・女）

佐 々木 花  夏 
はな か

（船越・圭志・女）

小 原 望  鈴 
み すず

（長崎・裕毅・女）

田 口 菜  月 
な つき

（長崎・真・女）

堀 合 優  斗 
ゆう と

（長崎・徹・男）

　６月１日から１０日までは「電波利用保

護旬間」です。近年の電波利用は消防・

救急、警察無線など、わたしたちの生

命・財産に直結する通信手段のみならず、

テレビや携帯電話に代表されるように日常生活に欠かせないもの

となっています。電波はみんなの財産です。｢不法無線局｣をなく

し、正しく電波を使いましょう。

　電波の混信・妨害についてのお問い合わせは、総務省東北総合

通信局相談窓口（察０２２－２２１－０６４１）へどうぞ。

電波利用保護旬電波利用保護旬間間

６月１日～10日

デンパ君
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